
 
 

開催日時 平成２３年１２月８日 場所 有明文化会館 

参加人数 ９名 主 催 社団法人長崎県労働基準協会

島原支部 

開催の目的（趣旨） 

 島原労働基準監督署は、リスクアセスメント（ＲＡ）の普及促進を図ることを

目的として開催された「平成２３年度リスクアセスメント講習会」に出席しました。 

 なお、ＲＡを実施している事業場の割合は、全国規模統計では「３３．８％」

となっています（「平成２２年 労働安全衛生基本調査結果の概要」より）。 

 

概要 

 講習会では、島原労働基準監督署の担当者よりＲＡの導入方法を説明後、「リス

クアセスメント記録表」の記入方法について説明を行いました。 
 その後、参加者全員にて、ＲＡや自社で普段行っている安全衛生活動に関する

意見交換が行われましたが、作業員からの意見を吸い上げるため、危険予知活動

（KY活動）を積極的に行っていることや作業員に保護具の使用を徹底させるた
め、保護具の必要性に関する教育を行っていることなどの事例が発表されました。

 

 




